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日本には約40万人の患者

乾癬性関節炎(関節症性乾癬)
かんせんせいかんせつえん





用いられます。外用薬には軟膏、クリーム、ローション、ゲルやシャンプー
様外用液剤などさまざまなタイプがあります。医師と相談しながら自分に
合うものをみつけましょう。



●ビタミンD3とステロイドの配合外用薬
ビタミンD3外用薬とステロイド外用薬の効果を併せもっており、即効性
があります。ビタミンD3外用薬とステロイド外用薬の両方の副作用に注
意する必要があります。

内服療法（のみ薬）
内服薬は他の治療法と組み合わせて用いられることが多いですが、単独
で用いられることもあります。

ビタミンA誘導体
表皮の角化異常を抑え、正常な表皮を再形成します。主な副作用として、
手足の落屑、口唇炎が生じることがあります。また、胎児に影響を与える
おそれがあるため、服用中止後も、男性は6ヵ月、女性は2年間の避妊が
必要です。

免疫抑制薬

乾癬の発症や悪化の原因の1つに、免疫作用の過剰な働きがあげられま
す。免疫抑制薬は過剰な免疫作用を抑えるお薬です。主な副作用として
血圧上昇、多毛、腎機能障害などが報告されており、定期的な血圧測定、
血液検査が必要です。

PDE4阻害薬

免疫に関わる細胞に存在する酵素の働きを抑え、過剰に発現している
炎症をおこす物質を抑える働きがあります。主な副作用として吐き気や
下痢などの消化器症状が生じることがあります。



抗リウマチ薬

葉酸の働きを抑え炎症症状を鎮めます。主な副作用として消化管障害や
肝障害が報告されており、定期的な血液検査が必要です。間質性肺炎
という肺の炎症が起きる可能性もありますので、普段と違う息苦しさが
あれば医師に伝えてください。奇形や流産のおそれがあるため、服用中
だけでなく、服用中止後女性は少なくとも1月経周期、男性は少なくとも
3ヵ月間は避妊が必要です。

ヤヌスキナーゼ（JAK）阻害薬
関節症性乾癬の病態に関わる物質(サイトカイン)の働きを抑えることで
関節の炎症を鎮める作用があります。比較的頻度の高い副作用として、
帯状疱疹がありますので、ピリピリ・チクチク･ズキズキを伴う皮膚の症状
が現れたらできるだけ早く受診してください。

光線（紫外線）療法
光線療法は、光源ランプを用いて、症状のある部位もしくは全身に紫外
線を照射して過剰な免疫作用を抑える治療法です。紫外線にはいくつか
の種類があり、乾癬の治療では長波長紫外線（UVA）と中波長紫外線
（UVB）が用いられます。主な副作用は日焼けや色素沈着です。

PUVA療法
光に対する感受性を高めるお薬を内服あるいは外用してUVAを照射し
ます。

UVB療法
UVBを照射します。また、UVBの中でも治療効果が高く、狭い領域の波
長を照射するナローバンドUVB療法や、治りにくい部位に対して部分的
に照射できるターゲット型エキシマランプも普及しています。
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● 乾癬情報サイトのご案内

皮膚科疾患情報　乾癬.com
https://www.maruho.co.jp/kanja/kansen/
ホームページで乾癬という病気や治療、
日常生活での注意点などについて、
より詳しく紹介しています。

お勧めのコンテンツ
●乾癬あるある物語
主人公・MARUちゃんの“乾癬発症
～その後の物語”を、乾癬にまつわ
る“あるある”を通して、アニメーショ
ンで紹介しています。「私と同じこと
を経験している」「同じことを感じて
悩んでいる」など、きっと共感できる
ことがあると思います。

●乾癬患者さんの会のご紹介
全国にある患者会では、相談医による講演会や、
患者さん同士の交流会など、各会ごとに独自の活
動を行っています。
ここでは全国各地にある患者会の情報を掲載し
ていますので、それぞれの患者会の活動をご覧い
ただき、ご自身が興味ある会に参加されてみては
いかがでしょうか？ ご自身がお住まいの地域以外
での患者会への参加も可能です。


